
⑧病児・病後児保育事業【病児・病後児保育】（0～5歳） 

 
 
 

○ 子どもが病気等の時に親族・知人にみてもらえると回答した割合（43.8%）を控除して、量の見込みを算出。 
【補正後の量の見込み】 

量の見込み（人日） 
  

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 

国の手引きに従った量の見込み  2,499 2,489 2,449 2,390 2,382 

量の見込み 1,404 1,399 1,376 1,343 1,339 

 
 

 

 

 
 ○国の示す調査報告（「病児・病後児保育の実態把握と質向上に関する研究」）における利用実績を用いて量の見込みを算出します。 
 ○各年齢（0~5歳）の人口推計に利用実績割合を乗じて算出します。 

【再補正後の量の見込み】 
量の見込み（人日） 

  
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 

量の見込み 340 338 333 326 322 

※量の見込み ＝ 推計人口 × 利用実績割合（のべ利用児童数の割合） 
※利用実績割合は実態調査（「病児・病後児保育の実態把握と質向上に関する研究」）の調査結果 

 ‐年齢別利用児童割合 0歳：10.1％、1歳：32.6％、2歳：18.1％、3歳：12.6％、4歳：10.3％、5歳：7.9％ 

資料１ 

補正後の量の見込み（8/11第４回会議） 

再補正後の量の見込み（12/1第５回会議） 

平成 28年度整備計画＜案＞ 
見込み定員： ２人 
見込み年間日数： 250日（土日祝日除く） 
見込み延利用人数：500人日／年 

平成 28年度整備計画＜案＞ 
見込み定員： ６人 
見込み年間日数： 245日（土日祝日除く） 
見込み延利用人数：1,470人日／年 



⑪妊婦健診事業 

 
 
○人口推計の結果の前年度に健診を受けると想定し、次年度の 0歳人口を量の見込みとします。 

【市の独自の考えによる量の見込み】 
現状 量の見込み（人） 

  
Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 

利用状況及び

量の見込み 
健診受診人数 279 388 390 360 365 - 346 336 330 323 314 

 
 
 

 
 

○人口推計の結果の前年に健診を受けると想定し、妊婦健診を受診した妊婦と次年度出産した妊婦の比率（1.087%）を用いて受診人数を算出します。
また、妊娠期間が２か年度にわたることを考慮して受診回数の量の見込みを算出します。 

【補正後の量の見込み】 
現状 量の見込み（人） 

  
Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 

利用状況及び

量の見込み 

健診受診人数 

（健診受診回数） 

279 

 

388 

 

390 

 

360 

 

365 

 
- 

376 

（4,858） 

365 

（4,704） 

359 

（4,620） 

351 

（4,508） 

342 

（4,382） 

※ 量の見込み ＝ 推計人口 × Ｈ25年度実績により、妊婦健診受診数と出産した妊婦（０歳人口）の比率（1.087倍） 
※ Ｈ27年度以降、妊婦健診を受診した妊婦と実際に出産した妊婦の差の平均人数（29人）を翌年度に出産するとみなす。妊婦の受診回数は 14回と
して、2か年度にまたがる妊婦の受診回数を 10カ月のうち前半 5回、後半 9回として当該年度の受診回数を算出。 

量の見込み（8/11第 4回会議） 

補正後の量の見込み（12/1第５回会議） 


